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は し が き
　リスクという言葉は今日では日常的によく用いられているがその定義は明確になっているわ
けではない。例えば、日本リスク研究学会誌の巻頭言において保険研究を専門とする田村祐一
郎は「保険分野では、『危険』という言葉には20通りの意味があると京都帝大教授小島昌太郎
が戦前の著書で指摘していた。（中略）これらの（リスク、ペリル、ハザードなどの）基本用
語の意味を統一することは相当に難しい。（中略）これほど意味の違う言葉が学会の名称に含
まれ、研究報告等で用いられていることは、リスクや危険がさまざまな分野に浸透し、それゆ
え多くの分野で研究対象にされていること」［田村祐一郎 2009 リスクをめぐる基本用語につい
て，日本リスク研究学会誌，19（4），1－2］と指摘している。
　しかしそれでも自然科学や経済学関係の研究分野では、将来における危険（ある場合には利
益）の程度と生起確率の積と定義することなどにより、リスクを定性的のみならず定量的にも
一定の共通理解のものに検討することがある程度可能である。
　人間関係を研究対象とする社会心理学などの研究分野では、しかしながら、そのような定義
では捉えきれないリスクの側面もまた重要な要因としてうかびあがってくる。個々の人々はリ
スクの程度や生起確率を各自の個人的な基準に従って主観的に評価している。将来の事象であ
ることに伴うリスクの不確実性は個人の主観的評価の根拠を脆弱なものとするため、一つには
個人間のリスク評価に隔たりが生じてこれが個人間や集団間に軋轢や調整の必要性を生むこと
につながる問題がある。また一つには評価の根拠が脆弱・曖昧であることからリスクの個人的
主観的評価・判断はマスコミなどを含む他者からの情報に大きく左右されやすいという集合現
象的プロセスが介在する問題がある。
　我々は、関西大学経済・政治研究所の研究プロジェクトの 1つとして、平成18・19年度の 2
年間研究活動した「現代産業社会と人間関係」研究班を引き継ぎ、その 2期目として平成20・
21年度の 2年間、現代産業社会の人間関係におけるリスク問題を研究対象とする活動を行っ
た。上記のようにリスク問題は非常に広範な事象を含むため研究会としての活動も多様な社会
事象をそれぞれのメンバーが持ち寄り、それらに共通する問題を検討しつつ他分野からの示唆
を交換して互いの研究を進展させる共同研究を行うこととなった。
　土田、辻川、塩谷は、大韓民国においてBSE騒動にまで発展したアメリカ産牛肉輸入問題
と大韓民国民の食品に対するリスク認知について、大韓民国の様々な地域の市民309名を対象
とした質問紙調査に基づく実証研究を行った。
　髙木と森川は、夫婦関係の維持･安定化の規定要因を、日本全国の150組の夫婦を対象とし
た質問紙調査に基づく実証研究を行った。
　廣瀬は、日本企業と経営者の役割についての研究を行った。
　桑原と中村は、主観的な社会的不公正感を喚起させる認知的要因について実験的手法を用い
た実証研究を行った。
　山口は、米領グアム島における日本人観光の特性を「記憶のリスク化」が進行する歴史性に
着目した歴史社会学の視座からの研究を行った。
　戸口は、夫婦間の絆と離婚との関係について全国の既婚者600名を対象としたWeb調査に基
づく実証研究を行った。
　鬼塚と髙木は、医療事故を念頭に病院内における看護師のチームワークについて聞き取り調
査による事例研究を行った。
　この間、広い視点からのご支援をいただいた経済・政治研究所の前所長加藤義忠先生、現所
長水野一郎先生、そして煩雑な仕事をいとわずにおすすめくださった田中純子さんをはじめと
する事務室の皆さん、ここに記して感謝を申し上げる。
　2010年 3 月
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